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ペロブスカイト太陽電池のインフラ空間への導入

GI基金による実証事例

東京国際クルーズターミナル 4階デッキ
（出典：積水化学工業HP）

神戸空港制限区域内緑地帯
（出典：積水化学工業HP）

博多駅第２ホーム
（出典：JR九州、エネコートテクノロジーズ、日揮HP）

社会実装モデルの創出に向けた導入支援事業例

R7年度導入支援事業において、高速道路会社として初めて
NEXCO西日本が採択され、R8年内での設置完了予定。

＜設置予定場所＞
名神高速道路 桂川PA（上り）
障がい者用駐車スペース上屋の屋根

ペロブスカイト太陽電池設置予定箇所（遠景） ペロブスカイト太陽電池設置予定箇所（近景）

位置図：名神高速道路 桂川PA（上り） （提供：ＮＥＸＣＯ西日本）

○道路・鉄道・空港・港湾等のインフラ空間におけるペロブスカイト太陽電池の導入を進めるため、関係省庁間での連

携によるプロジェクト形成等を通じて、実証・社会実装モデルの創出を推進。
○また、インフラ空間等における事業者の設置ニーズの調査、および開発メーカーへの情報提供等を通じて事業者・
メーカー間でのマッチングへの寄与も検討。
○インフラ空間等での設置拡大にあたっては、安全性等への対応も必要であり、設計･施工ガイドライン（2026年3月策
定※）や、GI基金の拡充による研究開発等の技術動向も踏まえ、積極的な導入検討を進めていく。

※2026年3月18日 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）より公表



（参考）GI基金を活用したインフラ空間での実証拡大
※第16回産業構造審議会グリーンイノベーションプロジェクト部会グリーン電力の普及促進等分野WG 資料より抜粋して作成



（参考）ペロブスカイト太陽電池の設計･施工ガイドライン
※第16回産業構造審議会グリーンイノベーションプロジェクト部会グリーン電力の普及促進等分野WG 資料より抜粋


